
     

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 今、和光市は各地で新しく区画整理が進み、駅前には有名な 

チェーン店が進出し、その姿は年々新しく変わっています。 

しかし和光の「行政」や「議会」は決して新しくなっていません。 

今後、もっと人口が増える和光市の将来を見据えて、 

① 幅広い世代や新たに和光に移り住んできた人にも、和光市の政治を 

身近に感じられるようにしたい。 

② しがらみのない政治をつくる。（⇒そのために、無所属を選択。） 

その実現を目指して「井上わたると新しい和光をつくる会」では 

今後も活動を続けてまいります。 

 私たちには「地盤」「看板(=知名度)」「カバン(=資金)」はありません。 

地元の名士ではありませんし、資金もサラリーマン時代の貯金で 

活動中です。 

だからその分、全ての和光の皆様に会うべく市内を走り続けます! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３つの「宣言」と「政策」 「新しい和光をつくる会」が目指すもの 

 

 

世代、偏っていませんか？ 

 

あなたは            番目の読者です。   ７ ５ ０ １ 

◆井上 航(わたる)のプロフィール◆ 

昭和５４年 １０月１日東京生まれ 

平成１４年 立命館大学 法学部  

環境生活法コース 卒業  

平成１４年 株式会社パソナ 入社 

平成１６年 独立。株式会社メディカ

ルケアーズ・ジャパン 

設立・入社 

平成１７年 Ｍ&Ａにより 株式会社

シグマスタッフ へ。 

現在 「井上わたると新しい和光を 

つくる会」代表。日々奮闘中！ 

趣味：演劇（ボランティア劇団    

設立経験有り） 

格闘技（市内格闘技ジム所属） 

資格：ホームヘルパー２級、 

人材派遣業 責任者資格 

(派遣元＆紹介元) 

特技：卓球（市内卓球サークル所属） 

発行元：「井上わたると新しい和光をつくる会」 

昨秋、会社を辞めました！ 

和光 をもっと知るために 

和光の政治 をもっと学ぶために 

そして 駅で まちで  

皆様とお会いするために。 

               例えば･･･ 

・一緒にご近所にチラシを配ってくれる方 

・切手、文房具 等をカンパしてくれる方 

・ご近所、知人に私たちの活動を紹介してくれる方 等 

その他にも「ちょっと話を聞いてみたい」という方の 

ご連絡もお待ちしております。私たちの政治に対する思

いをお話しします。そして「あなた」の市政へのご要望

も聞かせてください。 
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１、 生涯“政治活動”を続けていきます。 

２、 このチラシを受け取ってくれた「あなた」のために頑張ります！ 

３、 “駅”に立って、“街”を周って、顔の見える活動をします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちが活動をしていく上での、みなさまへの３つの宣言です。 

 

 

 

 

 

 

そして、和光市をどうしていきたいか、それがこの「政策」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

読んでいただきありがとうございました。 

次回は政策をもっと詳しくお伝えします。 

 

井上わたるは「27 歳 本人」を 

目印に和光市駅に立っています。 

 

和光市の「政治家（参考:市議会議員）」の平均年齢

は、平成 15 年の前回統一地方選挙実施当時で

54.5 歳です。  

20 代は一人もいません。 

政治家に限らず「年齢が高い」「和光での暮らし

が長い」ことは、それだけ和光市のことを知ってい

るということです。その経験・知識は不可欠です。 

しかし、もっといろいろな世代や、幅広い経歴・

出身の人の「声」が市政に反映されてもいいのでは 

ないでしょうか？ 

 

今のままだと、気がついたときには 

将来政治の担い手不足の問題も･･･ 

「新しい和光をつくる会」が目指すもの 

 

 

世代、偏っていませんか？ 

 

「新しい和光をつくる会」が目指すもの 

 

 

世代、偏っていませんか？ 

 

３つの「宣言」と「政策」 

３つの「宣言」と「政策」 

１、 昔からの和光市民も、新しい和光市民も、みんなが暮らしやすい 

まちづくりを目指します。 

２、 日本全国に発信できる「介護の優れた和光市」を実現します。 

３、 教育・防災・環境問題に力を注ぎます。 

討議資料 


